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東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）豪ドルコース（年２回決算型） 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型） 

豪ドルコース（年２回決算型） 

 

第20期 運用報告書（全体版） 
 

（決算日 2020年10月26日） 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通

貨選択型）豪ドルコース（年２回決算

型）」は、このたび、第20期の決算を行

いましたので、期中の運用状況をご報

告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜ります

よう、お願い申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／国内／不動産投信 特化型 
（課税上は株式投資信託として取扱われます。） 

信託期間 2010年11月26日から2025年10月24日 

運用方針 
信託財産の中長期的な成長と安定した収益の確
保を目指して運用を行います。 

主要投資 
対 象 

東京海上 
Ｊ－ＲＥＩＴ投信 
（通貨選択型） 
豪ドルコース 
（年２回決算型） 

わが国の不動産投資信託の
受益証券および不動産投資
法人の投資証券（J-REIT）を
投資対象とする外国投資信
託「Tokio Marine J-REIT 
Fund-AUDクラス」と、主に円
建て短期公社債およびコ
マーシャル・ペーパーなど
に投資する親投資信託 「東
京海上マネープールマザー
ファンド」を主要投資対象
とします。 

 
Tokio Marine 
J-REIT Fund 
-AUDクラス 

わが国の取引所に上場（こ
れに準ずるものを含みま
す。）されているJ-REITを主
要投資対象とします。 

 
東京海上 
マネープール 
マザーファンド 

円建て短期公社債およびコ
マーシャル・ペーパーを主
要投資対象とします。 

投資制限 

東京海上 
Ｊ－ＲＥＩＴ投信 
（通貨選択型） 
豪ドルコース 
（年２回決算型） 

・ 株式への直接投資は行い
ません。 

・ 外貨建資産への実質投資
割合には制限を設けま
せん。 

・ 投資信託証券への投資割
合には制限を設けません。 

 
Tokio Marine 
J-REIT Fund 
-AUDクラス 

・ 空売りを行った有価証券
の時価総額は純資産総額
を超えないものとします。 

・ 原則として、純資産総額
の10％を超える借入れは
行わないものとします。 

・ 同一発行体の投資信託証
券への投資割合は、信託財
産の純資産総額の35％を
超えないものとします。 

 
東京海上 
マネープール 
マザーファンド 

・ 株式への投資は行いま
せん。 

・ 外貨建資産への投資は、
円貨で約定し円貨で決済
するもの（為替リスクの生
じないもの）に限ります。 

分配方針 

毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含
めた配当等収益および売買益（評価益を含みま
す。）等から、基準価額の水準、市況動向等を勘案
して分配を行う方針です。ただし、分配対象額が
少額の場合等には、収益分配を行わないことがあ
ります。収益の分配に充当せず、信託財産内に留
保した利益については、運用の基本方針に基づい
て運用を行います。  
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原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

16期(2018年10月25日) 23,071 10 △ 0.2 0.0 99.2 2,167 

17期(2019年４月25日) 24,854 10 7.8 0.0 99.2 1,884 

18期(2019年10月25日) 28,084 10 13.0 0.1 98.2 1,604 

19期(2020年４月27日) 18,353 10 △34.6 0.1 98.9 860 

20期(2020年10月26日) 22,363 10 21.9 0.1 98.9 946 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2020年４月27日 18,353 － 0.1 98.9 

４月末 18,780 2.3 0.1 99.3 

５月末 20,584 12.2 0.1 99.6 

６月末 21,406 16.6 0.1 99.7 

７月末 22,397 22.0 0.1 99.7 

８月末 24,007 30.8 0.1 99.8 

９月末 23,277 26.8 0.1 99.9 

(期  末)     

2020年10月26日 22,373 21.9 0.1 98.9 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

 

当ファンドにベンチマークはなく、また当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数もないため、ベンチマーク、参考指数を記載

していません。 
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○運用経過 (2020年４月28日～2020年10月26日) 

■期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2020年４月27日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・政府による緊急事態宣言解除後の経済活動再開とともに、不動産賃貸市場の正常化が進展したこと 

・政府による観光支援策「Go To トラベルキャンペーン」開始に伴う国内宿泊需要の回復 

・J-REIT各社が物流施設等の物件を取得したことなどを背景とした分配金の増加 

・円安豪ドル高の進行 

 

マイナス要因 

・新型コロナウイルス感染拡大に伴う景気後退リスクやオフィス需要減少に対する懸念の高まり 

・J-REIT各社の公募増資が増加したことによる市場の需給環境の悪化 
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■投資環境 
期初から2020年６月初旬にかけて、一部のREITがテナントから

の固定賃料支払い免除や減額を発表したことが嫌気され、J-REIT

市場は下落する局面があったものの、全国で緊急事態宣言が解除

されたことを受けて経済活動再開への期待が高まり、J-REIT市場

は大きく上昇しました。 

６月中旬から７月中旬にかけては、物流系REITによる分配金の

増加につながる公募増資が相次ぐなか、世界的に新型コロナウイ

ルスの感染再拡大が懸念されたことなどが嫌気され、J-REIT市場

は弱含む展開となりました。 

７月下旬から９月末にかけては、政府による観光支援策「Go To 

トラベルキャンペーン」の開始や経済活動の再開を受けて業績回

復期待が高まり、商業施設系REITや宿泊施設系REITを中心に、

J-REIT市場は上昇基調となりました。しかし、10月に入ると、大

型公募増資による市場の需給悪化への懸念が強まり、J-REIT市場

は下落したものの、前期末対比で上昇した水準で期を終えました。 

豪ドル円為替レートは、オーストラリアの主要な資源輸出先で

ある中国との関係悪化が懸念されたものの、新型コロナウイルス

の感染収束後の世界の経済活動再開による鉄鉱石などの資源需

要の回復期待が強まり、前期末対比で円安豪ドル高となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ポートフォリオについて 
＜東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）豪ドルコース（年２回決算型）＞ 

当ファンドは、「Tokio Marine J-REIT Fund-AUDクラス」（以下、外国投資信託証券）および「東京海上マネープールマ

ザーファンド」（以下、親投資信託）を投資対象とし、外国投資信託証券の組入比率を高位に保ちました。 

当ファンドの基準価額（税引前分配金再投資）は、外国投資信託証券の値動きを反映し、21.9％上昇しました。 

 

＜外国投資信託証券＞ 

J-REITの組入比率は、期を通じて高位を維持しました。 

運用にあたっては、J-REITの市場流動性（流動性基準）とスポンサー企業の信用力や財務健全性（信用リスク基準）に基

づいて絞り込んだ銘柄を対象として、時価加重比率と売買金額加重比率を合成した銘柄投資比率によるポートフォリオを

構築し、運用を行いました。 

また、円売り／豪ドル買いの為替取引を行い、実質的に豪ドルの通貨比率を高位に保つ運用を行いました。 

以上のような運用の結果、基準価額（分配金再投資）は、上昇しました。 
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【組入銘柄の概要（2020年９月末現在）】 

特色（不動産種別）別構成 上位５位 

 
 

 

組入上位10銘柄 

 
※比率は、「Tokio Marine J-REIT Fund」の純資産総額に占める割合です。 

※特色（不動産種別）は、一般社団法人 不動産証券化協会の分類によるものです。 

※基準価額算定の基準で記載しています。 

 

＜親投資信託＞ 

元本の安全性と流動性を重視して地方債を中心とする円建て公社債に投資し、プラスの収益の確保に努めました。その結

果、基準価額はおおむね横ばいで推移しました。 

 

■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けていません。 

また、当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる参考指数もないため、記載する事項はありません。 
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■分配金 
当ファンドの収益分配方針に基づき、基準価額の水準や市況動向などを勘案して、次表の通りとしました。なお、収益分

配に充てなかった収益については信託財産内に留保し、当ファンドの運用方針に基づいて運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第20期 

2020年４月28日～ 
2020年10月26日 

当期分配金 10  

(対基準価額比率) 0.045％ 

 当期の収益 10  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 23,079  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針  

＜東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）豪ドルコース（年２回決算型）＞ 

外国投資信託証券および親投資信託を投資対象とし、外国投資信託証券の組入比率を高位に保ちます。 

 

＜外国投資信託証券＞ 

今後のJ-REIT市場では、新型コロナウイルスの感染収束後の経済活動の回復状況を織り込む展開となることを想定し、中

長期的な賃貸市況の見通しおよびその変化によりセクター間でパフォーマンス格差が生じやすくなると考えます。しかし、

J-REIT市場は株式市場と比較して新型コロナウイルスの感染拡大後の戻りが弱いことや、高利回りで魅力のある投資対象

として投資家による買い戻しが期待できることから、市場全体としては今後底堅い相場展開になると考えます。 

 

【オフィスビルの投資環境】 

これまで順調であったオフィスビルの賃貸市況は、経営環境の悪化だけでなくリモートワークの増加もあり、テナント需

要が伸び悩んでいます。また、都心では大手不動産開発会社を中心にオフィスビルの新規供給が進められ、賃貸環境の悪化

が見込まれることから、中期的にJ-REIT市場に悪影響を与えると考えます。 

 

【賃貸住宅の投資環境】 

賃貸住宅の賃貸市況では、都心の高級賃貸住宅などは稼働率が低下しているものの、賃料水準が上昇していない物件であ

れば、長期的に高い稼働率の維持が可能となり、従来通り安定した賃料収入が得られると考えます。このため、賃貸住宅の

賃貸環境は今後も堅調を維持すると想定します。 

 

【物流施設の投資環境】 

物流施設はインターネット取引の拡大が加速する動きが強まったことから、旺盛なテナントの賃貸需要が続いています。

このため、安定したキャッシュフローや賃料上昇への期待から、多様な投資家による物件投資ニーズが拡大しており、引き

続きJ-REIT市場を牽引する重要な存在であると考えます。 
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【ホテルの投資環境】 

ホテルなどの宿泊施設は、2020年４月の緊急事態宣言により一時的に経営が厳しい状況となりましたが、足元では経済活

動の再開や、政府による観光支援策「Go To トラベルキャンペーン」の効果もあり、業績が一定程度回復する宿泊施設が増

えています。今後もホテルなどの宿泊施設の業績回復が見込まれることから、ホテルの賃貸市況は改善すると想定します。 

 

【商業施設の投資環境】 

新型コロナウイルス感染拡大が業績に与える影響は、都市型商業施設と郊外型商業施設では大きく異なります。足元では

郊外型商業施設は前年並みの水準まで業績が回復している一方、インバウンド向け店舗や飲食店関連の多い都市型商業施

設では業績が厳しい状況にあります。このため、都市型商業施設を保有するJ-REITにおいては、今後高い運営能力が求めら

れると考えます。 

 

J-REIT市場の需給環境については、公募増資の増加により短期的に需給が悪化する可能性もありますが、インカムゲイン

を求める機関投資家を中心に投資需要は回復しつつあることから、底堅い状況が続くと考えます。 

 

このような投資環境下、引き続きJ-REITの市場流動性とスポンサー企業の信用力や財務健全性に基づいて絞り込んだ銘

柄を対象として、時価加重比率と売買金額加重比率を組み合わせた銘柄投資比率でポートフォリオを構築し、中長期的にJ-

REIT市場全体の動きをおおむね捉える運用を機動的に行う方針です。 

 

また、円売り／豪ドル買いの為替取引を行い、実質的に豪ドルの通貨比率を高位に保つ運用を行う方針です。 

 

＜親投資信託＞ 

国内の短期金利は、日銀が当面は緩和的な政策を継続するとの見方から、マイナス水準にとどまると予想しています。 

このような環境下、政府保証債や地方債を中心とする円建て公社債およびコマーシャル・ペーパーを主要投資対象として

運用することにより、プラスの収益の確保もしくはマイナス幅を極力最小化するように努める方針です。 
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東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）豪ドルコース（年２回決算型） 

○１万口当たりの費用明細 (2020年４月28日～2020年10月26日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 75  0.343  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (18)  (0.082)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (54)  (0.247)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.014)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.006   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.006)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 76   0.349    

期中の平均基準価額は、21,741円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 

（注） その他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）豪ドルコース（年２回決算型） 

○売買及び取引の状況 (2020年４月28日～2020年10月26日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 
   千口  千円  千口 千円  

外  国 
(邦貨建) 

ケイマン Tokio Marine J-REIT Fund-AUDクラス 2  27,299  8 106,300  
 

（注） 金額は受渡代金です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2020年４月28日～2020年10月26日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2020年10月26日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

Tokio Marine J-REIT Fund-AUDクラス 84 77 936,045 98.9 

合 計 84 77 936,045 98.9 
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

東京海上マネープールマザーファンド 1,000 1,000 1,003 
 
 
 

  

投資信託証券 

親投資信託残高 
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東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）豪ドルコース（年２回決算型） 

○投資信託財産の構成 (2020年10月26日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 
投資信託受益証券 936,045 98.5 

東京海上マネープールマザーファンド 1,003 0.1 
コール・ローン等、その他 13,376 1.4 
投資信託財産総額 950,424 100.0 

 
 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年10月26日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 950,424,910   

 コール・ローン等 10,376,251   

 投資信託受益証券(評価額) 936,045,259   

 東京海上マネープールマザーファンド(評価額) 1,003,400   

 未収入金 3,000,000   

(B) 負債 3,887,816   

 未払収益分配金 423,257   

 未払解約金 21,319   

 未払信託報酬 3,389,097   

 未払利息 6   

 その他未払費用 54,137   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 946,537,094   

 元本 423,257,568   

 次期繰越損益金 523,279,526   

(D) 受益権総口数 423,257,568口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 22,363円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は468,671,830円、期中追加設定元本
額は4,535,851円、期中一部解約元本額は49,950,113円です。 

（注） 上記表中の次期繰越損益金が△表示の場合は、当該金額が投資
信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額

（元本の欠損）となります。 
（注） 上記表中の１万口当たり基準価額が、投資信託財産の計算に関

する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資
産の額となります。 

 

○損益の状況 (2020年４月28日～2020年10月26日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 26,018,475   

 受取配当金 26,020,710   

 受取利息 88   

 支払利息 △      2,323   

(B) 有価証券売買損益 146,064,926   

 売買益 163,655,489   

 売買損 △ 17,590,563   

(C) 信託報酬等 △  3,443,234   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 168,640,167   

(E) 前期繰越損益金 △172,094,191   

(F) 追加信託差損益金 527,156,807   

 (配当等相当額) (  647,379,725)  

 (売買損益相当額) (△120,222,918)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 523,702,783   

(H) 収益分配金 △    423,257   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 523,279,526   

 追加信託差損益金 527,156,807   

 (配当等相当額) (  647,379,725)  

 (売買損益相当額) (△120,222,918)  

 分配準備積立金 329,498,298   

 繰越損益金 △333,375,579   
 

（注） (B)有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含みます。
（注） (C)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 
（注） (F)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした

価額から元本を差し引いた差額分です。 
（注）分配金の計算過程は以下の通りです。 

項 目 当 期 

a. 配当等収益(費用控除後) 25,500,084円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 0円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 647,379,725円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 304,421,471円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 977,301,280円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 23,089円 

g. 分配金 423,257円 

h. 分配金(１万口当たり) 10円 
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東京海上Ｊ－ＲＥＩＴ投信（通貨選択型）豪ドルコース（年２回決算型） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 

（注） 分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、分配金は全額普通分配金となります。 

（注） 分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、

下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

（注） 分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合は、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

（注） 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
 

 

●当ファンドは特化型運用を行います。特化型ファンドとは、投資対象に一般社団法人投資信託協会の規則

に定める支配的な銘柄が存在し、または存在することとなる可能性が高いファンドをいいます。 

 

●当ファンドの主要投資対象には寄与度（投資対象候補銘柄の時価総額に占める割合）が10％を超えるま

たは超える可能性の高い支配的な銘柄が存在するため、特定の銘柄への投資が集中することがあり、当

該支配的な銘柄に経営破綻や経営・財務状況の悪化等が生じた場合には、大きな損失が発生することが

あります。 
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